




　

今
年
6
月
、山
下
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
奈
良
県
訪
問
団
は
、

県
と
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
係
る
覚
書
を
締
結
し
て
い
る

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
を
訪
問
し
、今
後
の
人
材
受
入
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ベ
ト
ナ
ム

人
材
の
教
育
・
研
修

や
技
術
者
・
高
度
人

材
紹
介
な
ど
を
展

開
し
て
い
る
企
業

「
エ
ス
ハ
イ
」を
視
察

し
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
人
材
送
り
出
し

に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

県
で
は
企
業
の
外
国
人
材
受
入

環
境
の
構
築
や
人
材
確
保
に
つ
な

げ
る
た
め
、ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科

大
学
の
学
生
を
県
内
企
業
が
受

け
入
れ
、8
週
間
程
度
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う「
ベ
ト
ナ
ム

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
招
聘
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら
学
生
10

人
が
来
日
し
、県
内
企
業
6
社
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

奈
良
県
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
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ス
イ
ス
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

制
度
を
モ
デ
ル
と
し
た
森
林

環
境
管
理
制
度
を
推
進
す
る

た
め
に
、ス
イ
ス
の
リ
ー
ス
林

業
教
育
セ
ン
タ
ー
と
交
流
し

て
い
ま
す
。フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア

カ
デ
ミ
ー
の
学
生
の
ス
イ
ス

で
の
研
修
な
ど
を
通
し
て
情

報
交
換
し
、人
材
育
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
サ
マ
ル

カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
と

奈
良
県
立
大
学
は
学
術
交
流

に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、

今
年
8

月
に
は

「
奈
良
県
立
大
学
国
際
交
流
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
2
0
2
5
」を

開
催
し
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

大
学
生
を
招
い
て
日
本
の
学

生
た
ち
と
共
に
学
び
、交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

近
年
、県
に
は
多
く
の
外

国
人
観
光
客
が
訪
れ
、世
界

か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。県
で
は
訪
問
先
の
国
々

で
積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
や
中
国
・
陝
西
省
西
安
市

で
は
、知
事
自
ら
が
事
業
者

を
対
象
に
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
、韓
国
・
忠
清
南
道

「
大
百
済
典
」で
は「
飛
鳥
・

藤
原
の
宮
都
」の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
P
R
を
行
い

ま
し
た
。

ベトナムタカギ視察韓国 忠清南道でのスマート農業視察

ス
イ
ス・リ
ー
ス
林
業

教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流

サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
と

奈
良
県
立
大
学
と
の
学
術
交
流

ホーチミン市工科大学の視察・意見交換

ベトナムでの観光プロモーション韓国「大百済典」でのPRの様子

これからの国際交流
まだまだ広がる　

県では今後も各国との友好を深め、地域の活性化につながる取り組みを行っていきます。

地
域
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
国
際
交
流

ベ
ト
ナ
ム･

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
や

現
地
企
業
と
の
人
材
確
保
に
関
す
る

取
り
組
み

サマルカンド国立外国語大学と
奈良県立大学の協定締結式

サマースクール

　

今
後
の
県
政
に
活
か
す

た
め
、海
外
訪
問
の
際
に

は
、現
地
企
業
や
海
外
の
先

進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を

視
察
し
て
い
ま
す
。

　

県
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出

し
て
い
る「
ベ
ト
ナ
ム
タ
カ

ギ
」や
、中
国
・
陝
西
省
で
は

世
界
的
電
気
自
動
車
メ
ー

カ
ー「
B
Y
D
社
」の
工
場

を
視
察
。ま
た
、韓
国
・
忠
清

南
道
で
は
県
で
も
導
入
が

進
む「
ス
マ
ー
ト
農
業
」を

視
察
し
ま
し
た
。

海
外
現
地
企
業
な
ど
の
視
察

エスハイ視察・意見交換

し
ょ
う
へ
い

せ
ん 

せ
い

せ
い  

あ
ん
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国
際
交
流
員県では、中国、韓国、英国、米国、ウズベキスタン、ベトナム

出身の6人の国際交流員が、県の国際化を推進するため
に活動しています。

4県国際課　☎0742‐27‐5821
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語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外
国
青
年
を

招
致
す
る
事
業
の
一
環
で
国
際
交
流
員
が

来
日
し
て
い
ま
す
。地
域
で
の
国
際
化
や

国
際
理
解
の
推
進
の
た
め
、県
内
の
幼
稚

園
や
学
校
、大
学
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
向

き
、活
躍
し
て
い
ま
す
。出
身
国
の
文
化
や

生
活
習
慣
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
や
異
文
化
理
解
に
関
す
る

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
で
講
師
と
し
て
活
躍

県庁で活動している

国際交流員を紹介しま
す

　

今
年
9
月
、韓
国
・
忠
清
南
道
に
お
い
て
、高
校

生
を
対
象
に「
E
-Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」が
開
催
さ
れ
、奈
良

県
立
二
階
堂
高
校
の
e

ス
ポ
ー
ツ
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。親
善
交
流
戦

な
ど
を
通
じ
、忠
清
南
道

と
友
好
提
携
を
結
ん
で

い
る
熊
本
県
や
静
岡
県

か
ら
の
高
校
生
と
と
も

に
、現
地
の
高
校
生
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

 

今
年
8
月
、中
国
・
北
京
で
開
催
さ
れ
た「
日
中

友
好
交
流
都
市
中
学
生
卓
球
交
歓
大
会
」に
奈
良

県
と
陝
西
省
の
中
学
生
が
合
同
チ
ー
ム
を
編
成

し
て
出
場
し
ま
し
た
。　

奈
良
県
・
陝
西
省
チ
ー

ム
は
、第
1
ブ
ロ
ッ
ク
第

3
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
未
来

を
担
う
若
い
選
手
同
士
の

交
流
が
深
ま
り
、友
情
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

日
中
中
学
生
に
よ
る

卓
球
交
流

日
韓
高
校
生
に
よ
る

e
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト

将
来
を
担
う
若
者
交
流
も
展
開

韓国  忠清南道
平成23（2011）年10月締結

チュンチョンナム　 ド

平成23（2011）年9月締結
中国  陝西省

せん   せい

ウズベキスタン
サマルカンド州
令和3（2021）年12月締結

ベトナム
フートー省
平成26（2014）年1月覚書を締結

フエ市
令和7（2025）年6月覚書を締結　

スイス  ベルン州
平成27（2015）年4月締結

奈良県

奈良県と友好提携関係
などにある地方政府
（※ベトナムは覚書を締結）

興味を持ってもらえるように工夫した講座や企画で、自国の文化の魅力が伝わるととても
うれしいです。また、地域の人と触れ合えることもこの仕事の魅力であり、やりがいにつな
がっています。もっと多くの人に私たちの活動を知ってもらいたくて、Instagramでも発信し
ています。これからも日本と自分の国をつなぐ架け橋となって頑張っていきたいと思います。 インスタグラムはこちら
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